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物 件 目 録 

 

１ イ号物件 

被告製品に係る型式ＩＨＶＢ－２２の検査用照明 

 

２ ロ号物件 

被告製品に係る型式ＩＨＶＣ－２１Ａの検査用照明 

 

３ ハ号物件 

  被告製品に係る型式ＩＨＶＢ－２４ＩＲの検査用照明 

 

４ ニ号物件 

  被告製品に係る型式ＩＨＶＤ－２２の検査用照明 

 

５ ホ号物件 

  被告製品に係る型式ＩＨＶＥ－２１Ａの検査用照明 

 

６ ヘ号物件 

  被告製品に係る型式ＩＨＶＤ－２４ＩＲの検査用照明 

以 上 

  



    

 

54 

 

別 紙 

本件意匠の図面 

 

【正面図】 

 

【左側面図】 
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【右側面図】 

 

【平面図】 
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【底面図】 

 

【参考斜視図】 

 

以 上 
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別 紙 

被告製品の図面 

〔イ号物件の図面〕 

 

イ号物件の正確な図面は、次のとおりである（実線部分が本件意匠に対応する箇

所である。）。なお、背面図及び参考斜視図は省略している。  

 

 

 

（正面図） 
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（左側図面） 
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（右側面図） 
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（平面図） 

 

 

 

 

（底面図） 
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〔ロ号物件の図面〕 

 

ロ号物件の正確な図面は、次のとおりである（実線部分が本件意匠に対応する箇

所である。）。なお、背面図及び参考斜視図は省略している。  

 

 

 

（正面図） 
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（左側図面） 
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（右側面図） 
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（平面図） 

 

 

 

 

 

（底面図） 
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〔ハ号物件の図面〕 

 

ハ号物件の正確な図面は、次のとおりである（実線部分が本件意匠に対応する箇

所である。）。なお、背面図及び参考斜視図は省略している。  

 

 

 

（正面図） 
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（左側図面） 
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（右側面図） 
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（平面図） 

 

 

 

 

 

 

（底面図） 
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〔ニ号物件の図面〕 

 

ニ号物件の正確な図面は、次のとおりである（実線部分が本件意匠に対応する箇

所である。）。なお、背面図及び参考斜視図は省略している。  

 

 

（正面図） 
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（左側図面） 
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（右側面図） 
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（平面図） 

 

 

 

 

 

 

（底面図） 
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〔ホ号物件の図面〕 

 

ホ号物件の正確な図面は、次のとおりである（実線部分が本件意匠に対応する箇

所である。）。なお、背面図及び参考斜視図は省略している。  

 

 

（正面図） 



    

 

74 

 

 

 

 

 

（左側図面） 
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 （右側面図） 
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（平面図） 

 

 

 

 

（底面図） 
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〔ヘ号物件の図面〕 

 

ヘ号物件の正確な図面は、次のとおりである（実線部分が本件意匠に対応する箇

所である。）。なお、背面図及び参考斜視図は省略している。  

 

 

（正面図） 
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（左側図面） 
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（右側面図） 
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（平面図） 

 

 

 

（底面図） 

以 上 

 

  



    

 

81 

 

別 紙 

被告製品の後端フィンの後面に設けられたねじ穴に関する意匠（構成態様） 

 

１ イ号物件及びハ号物件 

孔部（ネジ穴）を含む断面形状は，次のとおりである。 

 

後端部（右側面）からの参考斜視図は、次のとおりである。 
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２ ロ号物件 

孔部（ネジ穴・貫通孔）を含む断面形状（水平にカットした水平断面図：本図

は、孔部の形態を明らかにするものであるため、孔部断面を表現するため、製品

を真上から見た図としている。）は、次のとおりである。 

 

後端部の参考斜視図（横方向の視線）は、次のとおりである。 
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３ ニ号物件及びへ号物件 

孔部（ネジ穴）を含む断面形状は、次のとおりである。いずれも本件意匠に該

当する放熱部の意匠は同じである（筐体部分に違いがあるにすぎない。）。 

 

   〔ニ号物件〕 

 

〔へ号物件〕 

 

ニ号物件の後端部（右側面）からの参考斜視図は、次のとおりである。 
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へ号物件の後端部（右側面）からの参考斜視図は、次のとおりである。 
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４ ホ号物件 

孔部（ネジ穴・貫通孔）を含む断面形状（水平にカットした水平断面図：本図

は、孔部の形態を明らかにするものであるため、孔部断面を表現するため、製品

を真上から見た図としている。）は、次のとおりである（乙１・意匠公報より）。 

 

【参考断面図】 

 

 

後端部（右側面）からの参考斜視図は、次のとおりである（乙１・意匠公報よ

り）。 

 

以 上 
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Ａ
前端面に発光面（光導出ポート）
が設けられたケーシングの後方
部材において，

ａ１ 共通 ａ２ 共通 ａ３ 共通 ａ４ 共通 ａ５ 共通 ａ６ 共通

Ｂ
該ケーシングの後端面中心から
後方に延伸する支持軸体が設け
られており，

ｂ１ 共通 ｂ２ 共通 ｂ３ 共通 ｂ４ 共通 ｂ５ 共通 ｂ６ 共通

Ｃ

該支持軸体の中間部分には，中
心軸を合致させ，かつ，互いに
間隔をあけて配置された複数枚
の同径円盤状をなす中間フィン
が設けられており，

ｃ１ 共通 ｃ２ 共通 ｃ３ 共通 ｃ４ 共通 ｃ５ 共通 ｃ６ 共通

Ｄ

該支持軸体の後端部分には，該
中間フィンと同径であり，中心軸
を合致させた，該中間フィンより
も厚い円盤状をなす１枚の後端
フィンが配置されている。

ｄ１ 共通 ｄ２ 共通 ｄ３ 共通 ｄ４ 共通 ｄ５ 共通 ｄ６ 共通

Ｄ’

電源ケーブルの引き出し口は，
後方部材を除いた部位に設けら
れており，該引き出し口は，後方
部材には設けられていない。

ｄ’１ 共通 ｄ’２ 共通 ｄ’３ 共通 ｄ’４ 共通 ｄ’５ 共通 ｄ’６ 共通

Ｅ

中間フィン及び後端フィンは，互
いに略等しい間隔で配置されて
おり，その間隔寸法は，中間フィ
ン及び後端フィンの円弧直径の
約１８％である。

ｅ１

中間フィン及び後端フィンは，
互いに略等しい間隔で配置さ
れており，その間隔寸法は，
中間フィン及び後端フィンの
円弧直径の２０％である。

ｅ２

中間フィン及び後端フィンは，
互いに略等しい間隔で配置さ
れており，その間隔寸法は，
中間フィン及び後端フィンの
円弧直径の約２４％である。

ｅ３

中間フィン及び後端フィンは，
互いに略等しい間隔で配置さ
れており，その間隔寸法は，
中間フィン及び後端フィンの
円弧直径の約２０％である。

ｅ４

中間フィン及び後端フィンは，
互いに略等しい間隔で配置さ
れており，その間隔寸法は，
中間フィン及び後端フィンの
円弧直径の約２８％である。

ｅ５

中間フィン及び後端フィンは，
互いに略等しい間隔で配置さ
れており，その間隔寸法は，
中間フィン及び後端フィンの
円弧直径の約２８％である。

ｅ６

中間フィン及び後端フィンは，
互いに略等しい間隔で配置さ
れており，その間隔寸法は，
中間フィン及び後端フィンの
円弧直径の約２８％である。

Ｆ
中間フィン及び後端フィンの径
は，ケーシングの最大径と略等
しい。

ｆ１
中間フィン及び後端フィンの
径は，ケーシングの最大径と
等しい。

ｆ２
中間フィン及び後端フィンの
径は，ケーシングの最大径と
等しい。

ｆ３
中間フィン及び後端フィンの
径は，ケーシングの最大径の
約９２％である。

ｆ４
中間フィン及び後端フィンの
径は，ケーシングの最大径と
等しい。

ｆ５
中間フィン及び後端フィンの
径は，ケーシングの最大径と
等しい。

ｆ６
中間フィン及び後端フィンの
径は，ケーシングの最大径の
約９２％である。

Ｇ 中間フィンの枚数は２枚である。 ｇ１
中間フィンの枚数は３枚であ
る。

ｇ２
中間フィンの枚数は３枚であ
る。

ｇ３
中間フィンの枚数は３枚であ
る。

ｇ４
中間フィンの枚数は２枚であ
る。

ｇ５
中間フィンの枚数は２枚であ
る。

ｇ６
中間フィンの枚数は２枚であ
る。

Ｈ

中間フィンの厚みは，中間フィン
及び後端フィンの円弧直径の約
５％であるとともに，後端フィン
は，中間フィンに比べて約２倍の
厚みとなっている。

ｈ１

中間フィンの厚みは，中間フィ
ン及び後端フィンの円弧直径
の約９％であるとともに，後端
フィンは，中間フィンに比べて
約１．３倍の厚みとなってい
る。

ｈ２

中間フィンの厚みは，中間フィ
ン及び後端フィンの円弧直径
の約７％であるとともに，後後
端フィンは，中間フィンに比べ
て約１．７倍の厚みとなってい
る。

ｈ３

中間フィンの厚みは，中間フィ
ン及び後端フィンの円弧直径
の約９％であるとともに，後端
フィンは，中間フィンに比べて
約１．３倍の厚みとなってい
る。

ｈ４

中間フィンの厚みは，中間フィ
ン及び後端フィンの円弧直径
の約１２％であるとともに，後
端フィンは，中間フィンに比べ
て約１．４倍の厚みとなってい
る。

ｈ５

中間フィンの厚みは，中間フィ
ン及び後端フィンの円弧直径
の約１２％であるとともに，後
端フィンは，中間フィンに比べ
て約１．４倍の厚みとなってい
る。

ｈ６

中間フィンの厚みは，中間フィ
ン及び後端フィンの円弧直径
の約１２％であるとともに，後
端フィンは，中間フィンに比べ
て約１．４倍の厚みとなってい
る。

Ｉ
後端フィンは，その後端面の縁
に面取りが施してある。

ｉ１
後端フィンは，その後端面の
縁に面取りが施してある。

ｉ２
後端フィンは，その後端面の
縁に面取りが施してある。

ｉ３
後端フィンは，その後端面の
縁に面取りが施してある。

ｉ４
後端フィンは，その後端面の
縁に面取りが施してある。

ｉ５
後端フィンは，その後端面の
縁に面取りが施してある。

ｉ６
後端フィンは，その後端面の
縁に面取りが施してある。

Ｊ
支持軸体は同一径であり，その
径はフィンの約１／５である。

ｊ１
支持軸体は同一径であり，そ
の径はフィンの約１／３であ
る。

ｊ２
支持軸体は同一径であり，そ
の径はフィンの約１／３であ
る。

ｊ３
支持軸体は同一径であり，そ
の径はフィンの３６．４％であ
る。

ｊ４
支持軸体は同一径であり，そ
の径はフィンの約１／３であ
る。

ｊ５
支持軸体は同一径であり，そ
の径はフィンの約１／３であ
る。

ｊ６
支持軸体は同一径であり，そ
の径はフィンの約１／３であ
る。

　 　 ｋ４
中間フィン及び後端フィンは，
前端面の縁に面取りが施して
ある。

ｋ５
中間フィン及び後端フィンは，
前端面の縁に面取りが施して
ある。

ｋ６
中間フィン及び後端フィンは，
前端面の縁に面取りが施して
ある。

ｌ４

中間フィン及び後端フィンの
外周面には，約６０°の範囲
に亘って円弧の一部を直線状
に切り取ったフラット面が設け
てある。

ｌ５

中間フィン及び後端フィンの
外周面には，約６０°の範囲
に亘って円弧の一部を直線状
に切り取ったフラット面が設け
てある。

ｌ６

中間フィン及び後端フィンの
外周面には，約６０°の範囲
に亘って円弧の一部を直線状
に切り取ったフラット面が設け
てある。

ｍ１
後端フィンには中心に，ねじ
穴が設けてある。

ｍ２
後端フィンには２箇所に，ねじ
穴が設けてある。

ｍ３
後端フィンには中心に，ねじ
穴が設けてある。

ｍ４
後端フィンには中心に，ねじ
穴が設けてある。

ｍ５
後端フィンには２箇所に，ねじ
穴が設けてある。

ｍ６
後端フィンには中心に，ねじ
穴が設けてある。

原告主張の構成態様

基本的
構成態様

具体的
構成態様

本件意匠 ハ号物件 ニ号物件 ヘ号物件イ号物件 ロ号物件 ホ号物件
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正
面
図

右
側
面
図

Ⅰ

前端面に発光面（光導出ポート）
が設けられた検査用照明器具の
後方部分に放熱部（部分意匠）
が設けられている。

ⅰイ 共通 ⅰロ 共通 ⅰハ 共通 ⅰニ 共通 ⅰホ 共通 ⅰヘ 共通

Ⅱ
該放熱部には、後方に延伸する
支持軸体が設けられている。

ⅱイ 共通 ⅱロ 共通 ⅱハ 共通 ⅱニ 共通 ⅱホ 共通 ⅱヘ 共通

Ⅲ

該支持軸体には、互いに等しい
間隔をあけて配置された前面形
状が同一の複数枚のフィンが設
けられている。

ⅲイ 共通 ⅲロ 共通 ⅲハ 共通 ⅲニ 共通 ⅲホ 共通 ⅲヘ 共通

Ⅳ
該複数枚のフィンのうち終端の
フィンは、他のフィンよりも厚い。

ⅳイ 共通 ⅳロ 共通 ⅳハ 共通 ⅳニ 共通 ⅳホ 共通 ⅳヘ 共通

Ⅴ
複数枚のフィンの間隔は、フィン
における直径の約１２．５％であ
る。

ⅴイ
複数枚のフィンの間隔は、フィ
ンにおける直径の約１０．９％
である。

ⅴロ
複数枚のフィンの間隔は、フィ
ンにおける直径の約１６．７％
である。

ⅴハ
複数枚のフィンの間隔は、フィ
ンにおける直径の約１０．９％
である。

ⅴニ

複数枚のフィンの間隔は、フィ
ンにおける支持軸体直交方
向の最長長さの約１４．５％、
最短長さの約１５．６％であ
る。

ⅴホ

複数枚のフィンの間隔は、フィ
ンにおける支持軸体直交方
向の最長長さの約１９．０％、
最短長さの約２０．３％であ
る。

ⅴヘ

複数枚のフィンの間隔は、フィ
ンにおける支持軸体直交方
向の最長長さの約１４．５％、
最短長さの約１５．６％であ
る。

Ⅵ
フィンの枚数は計３枚であり、そ
のうち、終端のフィンが１枚、他
のフィンが２枚である。

ⅵイ
フィンの枚数は計４枚であり、
そのうち、終端のフィンが１
枚、他のフィンが３枚である。

ⅵロ
フィンの枚数は計４枚であり、
そのうち、終端のフィンが１
枚、他のフィンが３枚である。

ⅵハ
フィンの枚数は計４枚であり、
そのうち、終端のフィンが１
枚、他のフィンが３枚である。

ⅵニ
フィンの枚数は計３枚であり、
そのうち、終端のフィンが１
枚、他のフィンが２枚である。

ⅵホ
フィンの枚数は計３枚であり、
そのうち、終端のフィンが１
枚、他のフィンが２枚である。

ⅵヘ
フィンの枚数は計３枚であり、
そのうち、終端のフィンが１
枚、他のフィンが２枚である。

Ⅶ

複数枚のフィンのうち、他のフィ
ンの厚みは、フィンの直径の約
４．２％であるとともに、終端の
フィンは、他のフィンに比べて約
２倍の厚みである。

ⅶイ

複数枚のフィンのうち、他の
フィンの厚みは、フィンの直径
の約９．１％であるとともに、
終端のフィンは、他のフィンに
比べて約１．３倍の厚みであ
る。

ⅶロ

複数枚のフィンのうち、他の
フィンの厚みは、フィンの直径
の約７．１％であるとともに、
終端のフィンは、他のフィンに
比べて約１．３倍の厚みであ
る。

ⅶハ

複数枚のフィンのうち、他の
フィンの厚みは、フィンの直径
の約９．１％であるとともに、
終端のフィンは、他のフィンに
比べて約１．３倍の厚みであ
る。

ⅶニ

複数枚のフィンのうち、他の
フィンの厚みは、フィンにおけ
る支持軸体直交方向の最長
長さの約１１．４％、最短長さ
の約１２．２％であるとともに、
終端のフィンは、他のフィンに
比べて約１．４倍の厚みであ
る。

ⅶホ

複数枚のフィンのうち、他の
フィンの厚みは、フィンにおけ
る支持軸体直交方向の最長
長さの約１１．９％、最短長さ
の約１２．７％であるとともに、
終端のフィンは、他のフィンに
比べて約１．４倍の厚みであ
る。

ⅶヘ

複数枚のフィンのうち、他の
フィンの厚みは、フィンにおけ
る支持軸体直交方向の最長
長さの約１１．４％、最短長さ
の約１２．２％であるとともに、
終端のフィンは、他のフィンに
比べて約１．４倍の厚みであ
る。

Ⅷ

複数枚のフィンのうち、終端の
フィンは、後面の縁の全てに面
取り（厚みの約１０．０％）が施し
てある。

ⅷイ

複数枚のフィンのうち、終端の
フィンは、後面の縁の全てに
面取り（厚みの約２０．０％）が
施してある。

ⅷロ

複数枚のフィンのうち、終端の
フィンは、後面の縁の全てに
面取り（厚みの約２５．０％）が
施してある。

ⅷハ

複数枚のフィンのうち、終端の
フィンは、後面の縁の全てに
面取り（厚みの約２０．０％）が
施してある。

ⅷニ

複数枚のフィンのうち、終端の
フィンは、後面の縁の一部に
面取り（厚みの約１４．３％）が
施してあり、一部は面取りを
施していない。

ⅷホ

複数枚のフィンのうち、終端の
フィンは、後面の縁の一部に
面取り（厚みの約１４．３％）が
施してあり、一部は面取りを
施していない。

ⅷヘ

複数枚のフィンのうち、終端の
フィンは、後面の縁の一部に
面取り（厚みの約１４．３％）が
施してあり、一部は面取りを
施していない。

被告主張の構成態様

具体的
構成態様

本件意匠
旧　　　　　　　型 新　　　　　　　型

ホ号物件

基本的
構成態様

ハ号物件 ニ号物件 ヘ号物件イ号物件 ロ号物件



本件意匠
旧　　　　　　　型 新　　　　　　　型

ホ号物件ハ号物件 ニ号物件 ヘ号物件イ号物件 ロ号物件

Ⅸ
支持軸体は同一径で後方に延
伸し、その直径は、フィンの約２
０．８％である。

ⅸイ
支持軸体は同一径で後方に
延伸し、その直径は、フィンの
約３６．４％である。

ⅸロ
支持軸体は同一径で後方に
延伸し、その直径は、フィンの
約３８．１％である。

ⅸハ
支持軸体は同一径で後方に
延伸し、その直径は、フィンの
約３６．４％である。

ⅸニ

支持軸体は同一径で後方に
延伸し、その直径は、フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約３６．４％、最短
長さの約３９．０％である。

ⅸホ

支持軸体は同一径で後方に
延伸し、その直径は、フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約３８．１％、最短
長さの約４０．６％である。

ⅸヘ

支持軸体は同一径で後方に
延伸し、その直径は、フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約３６．４％、最短
長さの約３９．０％である。

Ⅹ
全てのフィンには、前面の縁に
テーパーが設けられていない。

ⅹイ
全てのフィンには、前面の縁
にテーパーが設けられていな
い。

ⅹロ
全てのフィンには、前面の縁
にテーパーが設けられていな
い。

ⅹハ
全てのフィンには、前面の縁
にテーパーが設けられていな
い。

ⅹニ

全てのフィンには、前面の縁
にテーパー（終端のフィンの
厚みの約４２．９％、他のフィ
ンの厚みの約６０．０％）が設
けられている。

ⅹホ

全てのフィンには、前面の縁
にテーパー（終端のフィンの
厚みの約４２．９％、他のフィ
ンの厚みの約６０．０％）が設
けられている。

ⅹヘ

全てのフィンには、前面の縁
にテーパー（終端のフィンの
厚みの約４２．９％、他のフィ
ンの厚みの約６０．０％）が設
けられている。

Ⅺ
全てのフィンの外周面は円柱側
面である。

ⅺイ
全てのフィンの外周面は円柱
側面である。

ⅺロ
全てのフィンの外周面は円柱
側面である。

ⅺハ
全てのフィンの外周面は円柱
側面である。

ⅺニ

全てのフィンの外周面はフラッ
ト面と円弧面を有しており、円
弧面の中心から約３００°の
範囲が円弧面である。

ⅺホ

全てのフィンの外周面はフラッ
ト面と円弧面を有しており、円
弧面の中心から約３００°の
範囲が円弧面である。

ⅺヘ

全てのフィンの外周面はフラッ
ト面と円弧面を有しており、円
弧面の中心から約３００°の
範囲が円弧面である。

Ⅻ
終端のフィンの後面には、ねじ穴
が設けられていない。

ⅻイ

終端のフィンの後面には、ね
じ穴（直径約３㎜、深さ約６㎜）
が中心部に１箇所設けてあ
る。

ⅻロ

終端のフィンの後面には、ね
じ穴（直径約３㎜の貫通孔）が
左右対称の位置になるように
２箇所設けてある。

ⅻハ

終端のフィンの後面には、ね
じ穴（直径約３㎜、深さ約６㎜）
が中心部に１箇所設けてあ
る。

ⅻニ

終端のフィンの後面には、ね
じ穴（直径約３㎜、深さ約６㎜）
が支持軸体直交方向の最長
長さの中心部に１箇所設けて
ある。

ⅻホ

終端のフィンの後面には、ね
じ穴（直径約３㎜の貫通孔）が
フラット面に平行に左右対称
の位置になるように２箇所設
けてある。

ⅻヘ

終端のフィンの後面には、ね
じ穴（直径約３㎜、深さ約６㎜）
が支持軸体直交方向の最長
長さの中心部に１箇所設けて
ある。

具体的
構成態様



別　紙

Ａ
前端面に発光部のある検査用
照明器具に設けられた後方部材
（放熱部）である。

ａ１ 共通 ａ２ 共通 ａ３ 共通 ａ４ 共通 ａ５ 共通 ａ６ 共通

Ｂ

該後方部材の中心には，検査用
照明器具の前方部材の後端面
より後方に延伸する支持軸体が
設けられている。

ｂ１ 共通 ｂ２ 共通 ｂ３ 共通 ｂ４ 共通 ｂ５ 共通 ｂ６ 共通

Ｃ

該支持軸体の中間及び後端に
は，薄い円柱状の，該支持軸体
よりも径の大きいフィンが複数
枚，間隔を空けて設けられてい
る。

ｃ１ 共通 ｃ２ 共通 ｃ３ 共通 ｃ４ 共通 ｃ５ 共通 ｃ６ 共通

Ｄ

該複数枚のフィンのうち，該支持
軸体の後端に設けられたフィン
（以下「後端フィン」という。）は，
該支持軸体の中間に設けられた
フィン（以下「中間フィン」という。）
よりも厚くなっている。

ｄ１ 共通 ｄ２ 共通 ｄ３ 共通 ｄ４ 共通 ｄ５ 共通 ｄ６ 共通

Ｅ

中間フィン及び後端フィンは，中
心軸を合致させ，かつ，互いに
等しい間隔 で設置されており，
その間隔寸法は，フィンの直径
の約１２．５％である。なお，この
「間隔寸法」の意義は被告主張
のとおりである 。

ｅ１
間隔寸法はフィンの直径の約
１０．９％であるが，その余は
共通

ｅ２
間隔寸法はフィンの直径の約
１６．７％であるが，その余は
共通

ｅ３
間隔寸法はフィンの直径の約
１０．９％であるが，その余は
共通

ｅ４

間隔寸法は，フィンにおける
支持軸体直交方向の最長長
さの約１４．５％，最短長さの
約１５．６％であるが，その余
は共通

ｅ５

間隔寸法は，フィンにおける
支持軸体直交方向の最長長
さの約１９．０％，最短長さの
約２０．３％であるが，その余
は共通

ｅ６

間隔寸法は，フィンにおける
支持軸体直交方向の最長長
さの約１４．５％，最短長さの
約１５．６％であるが，その余
は共通

Ｆ
後端フィン及び中間フィンの外径
は，該前方部材の最大径と略等
しい。

ｆ１ 共通 ｆ２ 共通 ｆ３ 共通 ｆ４ 共通 ｆ５ 共通 ｆ６ 共通

Ｇ 中間フィンの枚数は２枚である。 ｇ１
中間フィンの枚数は３枚であ
る。

ｇ２
中間フィンの枚数は３枚であ
る。

ｇ３
中間フィンの枚数は３枚であ
る。

ｇ４ 共通 ｇ５ 共通 ｇ６ 共通

Ｈ

中間フィンの厚みは，フィンの直
径の約４．２％であり，後端フィン
は，中間フィンに比べて約２倍の
厚みである。

ｈ１

中間フィンの厚みは，フィンの
直径の約９．１％であり，後端
フィンは，中間フィンに比べて
約１．３倍の厚みである。

ｈ２

中間フィンの厚みは，フィンの
直径の約７．１％であり，後端
フィンは，中間フィンに比べて
約１．３倍の厚みである。

ｈ３

中間フィンの厚みは，フィンの
直径の約９．１％であり，後端
フィンは，中間フィンに比べて
約１．３倍の厚みである。

ｈ４

中間フィンの厚みは，フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約１１．４％，最短
長さの約１２．２％であり，後
端フィンは，中間フィンに比べ
て約１．４倍の厚みである。

ｈ５

中間フィンの厚みは，フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約１１．９％，最短
長さの約１２．７％であり，後
端フィンは，中間フィンに比べ
て約１．４倍の厚みである。

ｈ６

中間フィンの厚みは，フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約１１．４％，最短
長さの約１２．２％であり，後
端フィンは，中間フィンに比べ
て約１．４倍の厚みである。

Ｉ
後端フィンの後面（後端面）の縁
の全てに面取り（厚みの約１０．
０％）が施してある。

ｉ１
面取りの厚みは約２０．０％で
あるが，その余は共通

ｉ２
面取りの厚みは約２５．０％で
あるが，その余は共通

ｉ３
面取りの厚みは約２０．０％で
あるが，その余は共通

ｉ４

後端フィンの後面の縁の一部
に面取り（厚みの約１４．３％）
が施してあり，一部は面取り
を施していない。

ｉ５

後端フィンの後面の縁の一部
に面取り（厚みの約１４．３％）
が施してあり，一部は面取り
を施していない。

ｉ６

後端フィンの後面の縁の一部
に面取り（厚みの約１４．３％）
が施してあり，一部は面取り
を施していない。

Ｊ
支持軸体は円柱状で ，同一径
であり，その直径はフィンの約２
０．８％である。

ｊ１
支持軸体の直径は約３６．
４％であるが，その余は共通

ｊ２
支持軸体の直径は約３８．
１％であるが，その余は共通

ｊ３
支持軸体の直径は約３６．
４％であるが，その余は共通

ｊ４

支持軸体の直径は，フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約３６．４％，最短
長さの約３９．０％であるが，
その余は共通

ｊ５

支持軸体の直径は，フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約３８．１％，最短
長さの約４０．６％であるが，
その余は共通

ｊ６

支持軸体の直径は，フィンに
おける支持軸体直交方向の
最長長さの約３６．４％，最短
長さの約３９．０％であるが，
その余は共通

Ｋ

中間フィン及び後端フィンの前面
の縁は，正面視した場合，直角
である （テーパーが設けられて
いない）。

ｋ１ 共通 ｋ２ 共通 ｋ３ 共通 ｋ４

中間フィン及び後端フィンの
前面の縁にテーパー（後端
フィンの厚みの約４２．９％，
中間フィンの厚みの約６０．
０％）が設けられている。

ｋ５

中間フィン及び後端フィンの
前面の縁にテーパー（後端
フィンの厚みの約４２．９％，
中間フィンの厚みの約６０．
０％）が設けられている。

ｋ６

中間フィン及び後端フィンの
前面の縁にテーパー（後端
フィンの厚みの約４２．９％，
中間フィンの厚みの約６０．
０％）が設けられている。

Ｌ
中間フィン及び後端フィンの外周
面は，円柱側面である。

ｌ１ 共通 ｌ２ 共通 ｌ３ 共通 ｌ４

中間フィン及び後端フィンの
外周面には，約６０°の範囲
に亘って円弧の一部を直線状
に切り取ったフラット面が設け
てある。

ｌ５

中間フィン及び後端フィンの
外周面には，約６０°の範囲
に亘って円弧の一部を直線状
に切り取ったフラット面が設け
てある。

ｌ６

中間フィン及び後端フィンの
外周面には，約６０°の範囲
に亘って円弧の一部を直線状
に切り取ったフラット面が設け
てある。

具体的
構成態様

裁判所認定の構成態様

基本的
構成態様

本件意匠 ハ号物件 ニ号物件 ヘ号物件イ号物件 ロ号物件 ホ号物件



本件意匠 ハ号物件 ニ号物件 ヘ号物件イ号物件 ロ号物件 ホ号物件

具体的
構成態様

Ｍ
後端フィン及び中間フィンの各面
は，支持軸体の通過部分以外に
は，貫通孔がなく，平滑である。

ｍ１

後端フィンの後面には，ねじ
穴（直径約３㎜，深さ約６㎜）
が中心部に１箇所設けてある
が，その余は共通

ｍ２

後端フィンには，ねじ穴（直径
約３㎜の貫通孔）が左右対称
の位置になるように２箇所設
けてあるが，その余は共通

ｍ３

後端フィンの後面には，ねじ
穴（直径約３㎜，深さ約６㎜）
が中心部に１箇所設けてある
が，その余は共通

ｍ４

後端フィンの後面には，ねじ
穴（直径約３㎜，深さ約６㎜）
が支持軸体直交方向の最長
長さの中心部に１箇所設けて
あるが，その余は共通

ｍ５

後端フィンには，ねじ穴（直径
約３㎜の貫通孔）がフラット面
に平行に左右対称の位置に
なるように２箇所設けてある
が，その余は共通

ｍ６

後端フィンの後面には，ねじ
穴（直径約３㎜，深さ約６㎜）
が支持軸体直交方向の最長
長さの中心部に１箇所設けて
あるが，その余は共通
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乙１２意匠の図面 

 

【正面図】 

 

【左側面図】 

 

【右側面図】 
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【平面図】 

 

【使用状態を示す正面図】 

 

【参考Ａ－Ａ線拡大断面図】 

 

以 上 

 


